
令和５年度人権教育推進研修 実施要項 

 

１ 目 的 

 学校教育においては、人権教育の一層の充実を図り、人権尊重の意識を高める取組を実施することとさ

れており、また、各学校においては、「人権教育の指導方法等の在り方について（第三次とりまとめ）」

の提言を踏まえ、教科等指導、生徒指導、学級経営など、教育活動全体を通じて人権尊重の精神に立った

学校づくりを進めていかなければならない。 

 本研修では、各学校や当該地域において指導的な役割を果たすべく、人権教育に関する諸課題について

検討・分析するとともに、人権尊重の精神に立った学校づくりに向けて、組織的な人権教育推進体制を構

築するための手法等の習得を図る。さらに、研修後の実践も通して、１）人権教育に関する諸課題の改善

に専門的知見を活用して組織的な取組を推進する力、２）各学校や当該地域において教職員の専門性向上

を推進する力を育成する。 

 

２ 主 催  独立行政法人教職員支援機構 

 

３ 共 催  文部科学省 

 

４ 期 間  令和５年６月２１日(水)から令和５年６月２３日(金)までの３日間 

 

５ 実施方法 Web会議サービスを用いた同時双方向通信によるオンライン研修 

        

６ 配信元  独立行政法人教職員支援機構 つくば本部 

       〒305-0802 茨城県つくば市立原３番地 

 

７ 標準定員 １２０名 

 

８ 受 講 者 

（１）受講資格 

  ① 都道府県・指定都市・中核市教育委員会の指導主事及び教育センターの研修担当主事並びにこれ

に準じる者 

  ② 幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の校(園)

長、副校(園)長、教頭、主幹教諭、指導教諭及び教諭等であって、学校や当該地域の人権教育に係

わる研修において講師等の活動を行う予定である者 

  ③ 当機構の修了証書をもって単位認定を行う（予定を含む）教職大学院の学生 

（教職経験のある者に限る） 

 

  ※ 「第５次男女共同参画基本計画」（令和２年１２月２５日閣議決定）を踏まえ、本研修における女

性教職員の割合を２５％以上とすることを、当機構として目標としている。女性の積極的な推薦に

ついて配慮すること。 

 

（２）推薦人数 

推薦する場合、以下のとおりとする。 

各都道府県教育委員会においては２名程度とする。各指定都市教育委員会、各中核市教育委員会、各

都道府県知事部局、附属学校を置く各国公立大学、国立青少年教育振興機構及び教職大学院を置く各大

学においては１名程度とする。 

 

 

 



（３）推薦手続 

   推薦期限は、令和５年５月１７日（水）とする。 

   各都道府県・指定都市教育委員会等においては、「研修システム」により推薦を行う。 

中核市教育委員会においては、［様式１］により都道府県教育委員会に連絡し、都道府県教育委員

会が「研修システム」により推薦を行う。 

 

（４）受講者の決定 

 各都道府県・指定都市教育委員会等からの推薦に基づき、教職員支援機構が決定し通知する。ただ

し、定員を超過する場合は、受講者数を調整する場合がある。そのため、研修システムにより推薦を

行う際に、候補者毎に、推薦順位を入力すること。 

 

９ 研修内容   

  別紙１「日程表」のとおりとする。 

 

１０ 事前課題 

（１）研修成果活用計画書の作成 

   受講者および所属長は事前に「研修成果活用計画書」を作成し、提出すること。なお、様式、提出

方法等については、受講者決定時に別途連絡する。 

 

（２）その他の事前課題 

   その他の事前課題がある場合は、受講者決定時に別途連絡する。 

 

１１ 研修成果の活用 

   本研修は、受講者の研修成果を各学校や当該地域で活用することを前提としている。そのため、研

修終了後１年程度の期間を経た後に、研修成果の活用状況（研修企画、研修講師、他校訪問等）につ

いてのアンケート調査を実施する。推薦者は、研修修了者に対し、研修成果を効果的に活用する機会

の提供、確保等の配慮をすること。 

 

１２ その他 

（１）所定の課程を修了した受講者には、修了証書を授与する。受講者推薦の際に、必ず候補者の氏名を

確認し、正確に記入すること。 

 

（２）本研修は、Web 会議サービス「Zoom ミーティング」（(株)Zoom ビデオコミュニケーションズ）を用

いて同時双方向通信を行うオンライン研修である。受講に当たっては、当該ソフトウェアのインスト

ールやインターネット通信環境の確保の他、相互に音声・映像をやりとりする協議等ができるよう、

音声マイク・Webカメラ等の必要機器を備えた端末を、一人一台準備すること。 

なお、講義資料の配付やアンケートの回答等については、学習管理システム「学びばこ」を用い

る。「学びばこ」は専用のソフトウェアやアプリをダウンロードする必要がなく、対応するブラウザ

であればスマートフォン等の端末からも閲覧可能である。 

 

（３）受講者が研修に専念できるよう、推薦者には適切な受講環境及び研修時間の確保等、特段の配慮を

お願いする。 

 

（４）本研修の受講に際し、特別な配慮が必要な者（障害、持病等）を推薦する場合には、事前に当機構

に相談すること。 


